
 

コンフリクトの人文学国際研究教育拠点 

特任助教・研究員 主要業績リスト 

 

古川岳志（ふるかわ・たけし）特任助教：2008 年 2 月 16 日着任 

 

1. 論文・著書 

「書評：石塚道子・田沼幸子・冨山一郎編『ポスト・ユートピアの人類学』」 

   『日本学報』第 28 号（2009 年 3 月） 

 

2. 学会・シンポジウム発表 

「『迷惑な文化施設』としての公営ギャンブル場」 

   第 13 回コンフリクトの人文学公開セミナー（大阪大学、2008 年 6 月） 

「公営ギャンブルの社会学：競馬・競艇のポピュラーカルチャー研究」 

聖トマス大学の公開型授業「尼崎学講座」での講演（聖トマス大学、2008 年 10 月） 

 

3. GCOE内の研究プロジェクト活動 

「ポピュラー・カルチャーと社会的コンフリクトの総合的研究」 

   （研究プロジェクト代表者：冨山一郎）のコーディネーターとして活動（着任から現在まで） 

 

〈活動事例〉 

「横断するポピュラーカルチャー研究交流ワークショップ」の企画、運営 

   （第 1 回 2008 年 3 月、第 2 回 2009 年 3 月） 

「横断するポピュラーカルチャー・ゼミ」（定例勉強会）の企画、運営 

   （第 1回 2008年 6月～第7回2009年 1月まで、定期的に開催した演習形式の勉強会。） 

活動案内 website の作成、更新（http://www.let.osaka-u.ac.jp/crossing-popularculture/） 

 

   その他、当共同研究に関係するワークショップ、公開セミナー、また文学研究科の 

   「国際現代文化研究ハブ」が主催するイベントにおいて企画、運営にあたっている。 

 

4. 2009 年度に発表が決定済みの研究業績 

「女子競輪を通して考える女性プロスポーツの課題と可能性～ＧＩＲＬ'Ｓ ＫＥＩＲＩＮという 

  「実験」を中心に」、関西社会学会第 60 回大会（京都大学、2009 年 5 月） 

 

5.  研究費取得状況 

   該当なし 

 

 

 

 




